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(一)
1893年に発行 されたF・ トムス ン(FrancisThompson1859-1907)の処 女詩集``Poems"に載
せ られた 『天の猟犬』(TheHoundofHeaven)のライ トモチ ・一ーフは,最 初か ら急調に高 まって
いる。神 の愛 の人 間追跡,そ してその愛 か ら逃れ よ うとす る人間,こ の追跡(TheLove・Chase)と
逃走(fllght)の主 題は,古 くは 『詩 篇』(CXXXIX,7-12)をは じめ,聖 ア ウグス チヌスの 『告
白録』(Confessions,bySt.Augustine:Chap.1.),トムス ソが崇拝 した と言われ るスペイ ンの
神秘家 『十字架 の聖 ヨハネ』(St.JohnoftheCross),15世紀(1430年頃)に 書かれ た と考証 され
る作者不明の神秘詩 『わが悩むは何人 の愛 ぞ』(QuiaAmoreLangues),あるいは シ ェリーの恋
愛詩 『エ ピサ イキデ ィオ ン』(Epipsychidion,byPercyByssheShelley)等にも見 られ る ごと く・
トムス ン独 自で生 み出 した主 題ではない。 いわば 言い尽 された主題であ る。だが この詩 の起句 の5 .
行 ほど,永 遠 に人間を追跡 してやまない神 の深遠 なる愛(以 下追跡 者 とい う)と,そ の追跡 に戦 き






われ逃れ行け り主の御許を 夜 とな く昼 とな く
おれ逃れ行け り主の御許を 歳月の挟門を越えて
おれ逃れ行け り主の御許を わが心の迷路なる道を下 って,
さてはまた流れる涙の中に
さざあ く笑いの下に われ主の御許 より隠れぬ。
逃亡者は,は じめか ら混乱状態であ り,救いようもない絶望的な情況の中にいる。山で濃霧にま
かれた者が,し ぼ しば冷静な判断力を失って,同 じ場所をぐるぐると歩きまわるように,逃 亡者は
完全に方向判定を失 っている。逃走の道標も持たず,逃 げ行 く先 も定めぬまま東へ西へ と無我夢中
で追い追い迫 るものか ら逃れようとす る。ここには逃ラセに対する計画もなければ作戦もない。 自ら
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墓穴を掘るようなもので,何故に 自分が神か ら離叛 して逃げなければな らないか も判 らぬまま逃走
し始めたのだ。その結果は,己 を見失い,迷 路に踏み入 り,やがては 「恐 しい大暗黒の奈落の底深










三回におた って繰返されるこの リフレインはまさに圧巻である。同 じような意味合いであ りなが
ら,それぞれが異 った響きと効果を持つ言葉を重ね ることに よって,追 跡者が各赦な く迫 っ.てくる










一度主を知れば 他の一 切を持 てぬので
はないか といた く恐れるのだ。)
何処へ逃げて行 こうとも追跡者は執拗に食い下 って くる。彼に とっては追跡することが愛なので
あ り,逃亡者は追い来 る者が愛であることをよく知っていながら,な おも懸命に逃げよ うとす る。
それは恐れなのである。☆焚な逃亡者は,一 度愛を受入れれば,他 の一切を持てな くなることをこ
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の上な く恐 れ るのだ。聖書の世 界では,神 は"ねたむ神"(ajealousGod){1)であ り,「 父,偲,妻,
子,兄 弟,姉 妹,さ らに 自分の命 まで も捨てなければ」(ル カ伝14.26)神の愛を受け る ことは 出
来ないのだ。 窓べに立 って逃亡者は罪人の ごと く己が恐怖心を訴 えるのだが,追 跡者 の起 こす一陣
の風が,そ の窓を閉 じ塞いで しま う。
Fearwistnottoevade,asLovewisttopursue.
主の愛は追 うを知れども恐れは逃るるすべを知 らざ りき。
逃亡者は,ま す ます 猛烈に逃走 す る。映画 やテ レビなどでも逃亡者(犯 人)は,追 いつめ られ る
ときま って ビルの屋上や塔 の上や山 と,兎 も角 高い所へ逃げ て行 くが,こ こでも逃亡者は,地 上か
ら天上へ と登 り,星 座 の鎧戸を叩 き,さ ては 月の里 に嘆願 して隠れ家を得ん とす る。夜 明けに向 っ
ては 「速 やかに」,更 にタベ に向 っては 「早 く汝が若 き夕空の花 々を積み重 さね,こ の恐 ろ しき恋
人 よ りわれ を匿えたまえ」 と必死に叫ぶのだ が,追 跡者 に忠実な る天は,逃 亡者 の言葉 には耳 を傾




われす べて疾 きものに淡 きを こい願い,
たてがみ
天吹 く風毎 にその靡 く籔に しがみ つ く。





トムスソの子供 の純心 に対す る讃美は特筆すべ きものがあ る。生 涯を独身で過 したため,自 分 の
子供を持つ ことはなか ったが,恩 人の メイネル夫i妻の子 供達(後 に7'heLifeofFrancisThemP・
s・llを書 いたEverardMeyneHは長男であ り,ま た トムZン の詩集SisterSongsは二人 の娘
MOnicaとMadelineに献 呈 され てい る)を 可愛 が り,子 供達 と交 って過す時を何 よ りも好んだ。
だが何時 も自分 と子供達 との間に距離 を感 じていた。 サセ ヅクス州 のス トー リング トンで静養中,
そ こで出会6たDaisyとい う名 の可憐 な少女 を;丘 に咲 く雛菊にた とえ,そ の無垢な子 供心を うた
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った"Poems"の 巻 頭 を飾 る 『雛 菊』 に お い て も,そ の 清 浄 無 垢 な 子 供 へ の讃 歌 と,最 後 の 時 点 で




















過ぎ し別れ と 来 るべ き別れの
苦 しみを残せ り。
少女は去 りて おが心







懐か しげ に寄 り添 って行 く。神に近い幼 子の限が曙光 の輝 きを もって彼の愛撫を受入れ ようとした
瞬間,幼 子 を守 る天使が下 って来 て,幼 子を連れ去 って しま う。 「彼等が どこへ逃げ てゆ こ うとも,
到 るところに神はいる。彼 等が到 るところか らふたたび逃げ て行 くのは,神 が到 るところに存在 し
ているか らに他 な らない。彼 等は ますます 猛烈 に逃走 する。 しか し,彼 等が逃げのび る以前に,神
はあ らゆ る場所 にいる。神 が存在 し得ない地 点はない。だか ら逃走 がな され得 ない地点はないので
ある。逃走 がか くも大 きいのは,神 がか くも偉大 であ るか らだ(2)」とマ ックス ・ピカ ー トは,追 跡
著た る神 は万能 であ り,逃 亡者は その張 り巡 らされた網 の目を潜 り抜け ることは不可能であること
を説いているが,逃 亡者は,ま だ そのこ とに気付かない。 身を離 して,今 度は 自然界へ救 いを求め
てゆ く。
大都会 と自然界は,逃 亡者の集 まる中心地であ り,す べての逃亡者は,か な らず このどち らかに
身を隠す ものだ。 ここで も幼 子に去 られた逃亡者ほ 自然 の子等に近ずいて,「 そのや さ しき友情 を
配 てよ」 と哀願す る。 口づけ と愛 撫を もって 自然 の子等 に近ず き,そ の豊たか な髪に戯 れ,さ ては
その宮殿 で宴をひ らい て,汚 れ な き自然の子等 の仕種を まね,共 に暁の泉 より闇 々と滴 り落ちる盃
を飲 み干す 仲 とな る。
Iintheirdelicatefellowship、vasone・・…
DrewtheboltofNature'ssecr㏄ies.
彼等(自 然の)幼 子 とやさしき友垣を結びて一つにな りにしわれは一
自然のひめごとの閂を引きぬ。
や っと安住 の地を見い 出 した逃亡者は,嬉 々として 自然の子等に従 い,悲 しきにつけ,聖 なるに
つけ,子 等 と心 を一つ にす る。 また彼等の気 ままな顔 色もさっと見分 け,タ ベには共 に心 重 く,夜
明けには心楽 しくと,喜 び も悲 しみ も共にす る仲 となる。 自然の流す甘い涙は,一 緒 に流す人間の
涙と混 って塩 となる。夕Hの 赤い動 悸にあわせて,逃 亡者の胸 も鳴 り,そ の熱は互の胸襟 にて交 る
のだ。 これほ どまで親密 に結ぼれた のに,何 故か逃亡者 の疲れ果てた心の傷は癒 されない。安住の
地 と思 った所 も,落 着い て見渡す と危険 な場所 のよ うに思えて くる。 自然 との間 にあ る眼に見えな








　 　 ぼ 　 ロ じ
ああなんと!こ れ らのものとわれ
互に語 ること通ぜず,わ れ音色もて語れど一 ・一
彼等の音色はただ微動のみ 沈黙を言葉とす。
今 まで友 と思 っていた 自然 の子等 も最早逃亡者 に とっては"こ れ らの もの"と な って しまった 。
「… …自然 は心を持 ってい ない…… …私が1句こ うの丘に登 り,眼 下 にあ る広 々 と した丘 を囲む森 や
草 原を見 渡 した り,頭 上にあ るすば ら しい大 空 の天幕を眺めや る時,私 は,自 分 の悲 しみが,こ れ
らの 自然 よ りもは るかに深 くまた広い ものであ る と感 じざるを得 ない(3)」とは トムス ン自身 の言葉
だ が,哀 れ 継母 なる 自然 は,そ の胸の 内を見せ る こともな く,そ の ミル クは,一 度 な りと逃亡者 の
乾 き し唇を潤 した こ ともなか った のだ。 こ こにや さ しき友垣(delicatefellowship)は終 る。再び
追 跡の足音が 身近 に迫 り,そ の足 音 よ りも素早 き主 なる追跡者 の御声が,絶 望 と落 胆 の中に あ る逃







間は,貧 困に苦 しみ,生 来の病弱な身体,更 に魂の病疾の鎮静剤として常用 した阿片の弓毒にかか
り,それは悲惨な 日々だった。時代 も悪かった。丁度,あ の頽廃 と耽美 と唯物主義が謡歌された世
紀末とい う特異な時期であ り,この時代の詩人,芸 術家達が醜い現実に眼をそ らし,詩作や芸術の











若 き向見ず な力に気負いて われ




わが 日々はぱちっと砕け煙とな りて立ち昇 り
水の面を射 る日の光の如 く吹き出ては消え行 くな り。
これ までの逃亡 者は,追 跡 者の姿を真近に見 ることはなか った。何時 もその影 や幻想 におののい
ていたのだ った。 だが ここに来 て初め て逃亡 者は,追 跡す る者が現実にい ることに気付 くのだ。追
跡 者は,自 分一人 のみをま っ しぐ らに追いかけ てい るのであ り,今 までの逃走が大 きか っただけに,
追跡 もまた偉大 な ものにな ってい ることに気付 くのだ った。最早 逃走は不可能 である。普 通,`追い
つめ られた者 の最後の抵 抗 と足掻は,自 暴 自棄 とな って 自ら命 を絶つか,あ るいは追跡 者に立ち向
うか であ る。だが この逃 亡者 は,自 分 はその ことに気付か なか⑳ったが,初 めか ら追跡 され るか ら逃
走 していた のであ って,追 跡 されなが,知 らぬ間に追い越 され,今 では まるで"つ き随 って行 く者"
の ような立場追 い込 まれ てい るのだ った。従 って,眠 りよ り目覚め,己 が身辺を静か に眺 めれば,
時す でに遅 く,眠 ている間 に身 ぐるみ剥 されてい るのだ った。青春の 向見ずなカ と情熱 に気 負 って,
逃亡者は 思 うが ま まに 日々を送 り,彷 復 と懐疑 と焦燥 と自己否定 と逃避を く り返 す泥まみれの生活
を送 った結果,今 は完全 に打 ちのめ され て,塵 芥 の中に そみ,た だ神 の振上 ぐ愛 の一撃 を待 つ輩 と
なってい るのだった。かつ ては華やか だ った空想 も憤然 と くず れ,「 夢 も夢見 る人を見捨 て去 り,







「われ われを追 い来 た る主の愛を知れ ど 一度 主を知 れば他 の一 切を持 てぬ のではないか と
いた く恐れ るのだ」 とかつ ていだいた恐れ と不安が再びおそ って くる。 「わた しよ りも父 または母
を愛す る者は,わ た しにふ さわ し くない。わ た しよ りもむす・こや娘を愛す る者は,わ た しにふ さわ
しくない。 また 自分 の十字架 を とってわた しに従 って こない者はわた しにふ さわ し くない。 自分 の
命を得てい る者はそれを失 い,わ た しのため に 自分 の命を失 ってい る者は,そ れを得 るであろ う」
7
(マタイ伝10.37-39)神のねたみが貢B何に恐 ろしいものであるかを良 く知 っているだけ1こ,逃亡
者は杷憂す る。 これ まで逃げ ることのみに懸命だった逃亡者に,弱 みが急襲する。祠れた泉のよ う
な心か ら,不 覚 の涙が流れは じめ る。今 がこんなでは,行 末は どうなるのか,=果物の実が苦ければ,
その皮の味はいかなるものか一 恐れ と不安は募る・一づ∫である。
恐れと不安の中に も徐 々に悟 りが開かれ,追 跡者 の姿が次第に明瞭に見えて くる。霧の中,は る
か彼方 のか くれた狭間砦か ら,と きお り神 の肖啓の渕夙の音が聞えて くる。そ してつかの間霧が晴
れ ると,初 めて追跡者の姿がは っきりと見 えて くる。陰々とした紫衣を まとい,綜 杉の冠を戴いた
追跡者は,兵 卒たちに とらえ られ,い ば らの冠を頭 にかぶせ られ,紫 の上着を着せ られてゴル ゴダ
の丘に淘った時 のキ リス トC4}の姿 と同 じであった。長い間姿を見せず脅威 と圧迫を与えていた追跡
者の御名 もや っとわか り,先程聞いた唄頂の意味 もわかった今,逃 亡者は,言 い知れぬ安堵を覚え
るのだった。逃走は終幕を迎える。再びかの長き追跡者の足音カミ迫 って来 る。そ して御斎が,荒 れ





「汝 よごれ し土塊 よ
粉々の片とな りて砕け しか?
見 よ われを避け行 く故万物汝を避け行 くな り!」。
(五)
トムス ソの``Poems"の中に`LoveandtheChil(1'と題 す る作 品が あ る。 『天 の猟 犬』 は182
行 か らな る長篇 で あ るが,こ の 『愛 と幼 子』 は,わ ずか14行の小詩 で あ る。小 さな子供 が,愛 の腕
に逆 らって,「 なぜ に そん なに抱 き しめて,御 膝 の と ころに寄 せ よ うとす るの,ぼ くの勝手 に させ
て下 さい。 ぼ くは 自分 の気 のむ く時だ け可 愛が ってほ しいの よ」 と憤 る。 それ を 聞いた 泓は,や さ
しい神 に 向 って,「 こ よな き愛の 神 よ許 した まえ,か の腕 こそ君 が もので あ り・ かの幼 子 こそわ れ
な りし」 と嘆願 す る 内容の もの であ る。 『天 の猟犬 』 とは異 った比 楡 を もちい てい るが,ま った く
.同一 の思想 を述 べた もので あ る。 いず れ も神 の愛を 逃れ ん とす る者 は,惟 神 の懐 中を走 りまわ るだ
け であ る とい う事実 を 知 りなが ら逃走 を試 み る とい うことを 主 題 ど してい る。 ここに い る逃 亡者 は
完全 に神愛 に'H'えてい る。 「何時 で もわれ わ れは彼 を,あ の追跡者 を,身 近 に もって い る。 何時 で
もわ れわ れは彼 の ところへ跳 ん で帰 り,逃 走 を終止 す るこ とが 出来 るの である。 しか し恐 ら くは,
何 時 の 日にか彼 が,あ の追跡 者,取 りもなお さず神 が,追 跡 され てい る者 ど も よ りも早 く逃走 を 終











泡沫なるものを重んずるはただわれのみな り」(主 曰 く)
逃 亡者 は混沌 とした状態か ら脱 出 し,今 はただひ たす ら追跡者 の愛護の言葉 を聞 きなが ら,己 が
犯 した重大 な過 ちを認 識 し,逃 走 の無意味 さを悟 るの であ った。 「地上の愛,つ ま り人間 の愛(hu・
manlove)を受 け るのに も,人 間 としての功労を必 要 とす るのが世 の常なのだ が,お 前に は一 体い
かなる功労が あ る とい うのだ。人 間の土塊 の中で も最 も汚れた一州 であ るお前は ,い かな る愛 も受
けるに値 しない のだ。 この世 でお前 の よ うな下 劣な輩を愛す るものは,わ た しの外 にいない とい う
ことが まだ わか らぬ のか」。 追跡者 の言葉は容赦 な く,確 固 と して続 く。 「今 までお前 か ら取 上げた
ものは,た だ 仮に取上げ ただけ であ って,お 前 を痛めつ け るための ものではない。 わが腕 の 中で,
お前にそれを求 め てほ しい とひたす ら願 うか らであ る。愚 かに もお前が失 った と思 うことを,わ た
しはお前 のため にわが家 に貯 え て置 いたのだ… …… さあ立 ち上 り,わ が腕 に鎚 って,つ いて来 い」。
かつて防 ぐすべ もな く,追 跡 者の振上 げた愛 の一撃 に打 ちのめ されて脆か された逃亡者 は,今 や追
跡者の さ しのべ る腕 にすが って立ち上 る。追跡 の足音は,逃 亡 者の身 の近 くでぴた りと止 り,こ こ
に追跡 は完全 に終 る。思 えば,わ が暗 く悲 惨な逃走 の道程 と日々は,目 分 を愛 撫 しよ うと延 した追
跡者 一神の御手 の影では なか ったのか一一 こ う悟 った時,最 後の審判 のよ うな言葉が轟 然 と響 きわ
たる。 それは 「東 が西か ら遠 い よ うに,主 はわれ らのとが をわれ らか ら遠 ざけ られ る。 父がそ の子
供をあおれむ よ うに,主 は おのれを恐れ る者 をあわれ まれ る」 とい う 『詩篇』(103,14--15)の言
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(4}『ヨハ ネ伝 』(19.2)「兵 卒た ちは,い ば らで冠 をあんで,イ エスの頭 にか ぶ らせ,紫 の上着 を着せ …
…」 を参照。`'
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Th・th・m・ ・fthefam・usOde… …Th・H・una・fH・av・n,G・d'spursuit・finan,h・ ・
beentracedtomanysources.InSt.August三ne,sConfe∬iOllS,orintheanonymousMiddle
Engl{shpoemsofQecia・4〃20reLangues,orinoneofthepoemsoftheSpanishmystic
knownasSt.JohnoftheCross,orinabeautifulpassageofthePsalm,orinSllelleゾsE餌－
psツchidion,etc.However,seekersaftersourcesalwayscometosuchanimpasse,because
therearenodef▲niteanswers.Whateverits】iterarysources,thepdemsummarlzessoviv'
三dlytheideaoftheLove-chaseandflight.
Leitmotivoftllepoenlisrealizedwlthaquickmovementfromthefirs日ines.Loveof
God,symbolizedastheHoun(1,pursuesHiscreatures(fugltive)whosespiritsaretrem・
blinginterrorofsin.Throughthenightsandthroughthedays,thefugitiverunsawayfrom
tllepersistentfootstepsof"tremendousLoveピ'.ButstrongFeetfollowingafterhimwith
unhurriedpursult,easysteps,moderatespeedandmajesticsuddenness.And,atlast,God's
voicebeatshimmoreinstantthanthesteps…
`Allthlngsbetraythee
,whobetrayestMe.,
WhileheisentreatingandexcusingthefootfallofHoundisapproaching.Soheruns
awayIlastilyagainlikeacrim{nal"acrossthemargentoftlleworld",andtakesrefugein
theheaven;hetemptsthereallHisservitors… …stars,moon,dawnandeve,butallof
th・m・・ef・ithfullt・th・i・C・eat・・
,・・th・y・ef・・ehi・・equ・t.1。themea。tiln。,th。fbll。wi。g
Feetcomesc夏oseratidaVbiceechoesabovehishead_...
`Naughtsheltersthee
,whowiltnotshelterMe.,
Tllenheturnstolittlechildren,hopingintheireyes"something,somethingthatreplies".
Heapproachestothemverywistfully,butjustatthatmomenttheirangelpluckthemfrom
him.Sonature三shisnextrefuge:heandnatureareboundtogetherby"adelicatefellow・
shi!)".Hedellghtsinthepoweralldbeautyofnatureandfeltinhimselfsomethingofthe
samevitality.Furthermore,heknowsalltheswiftsignlficances"但thewilfulfaceof
skies";andhe▲earns"howthecloudsarisespu皿edofthewildsea-snort三ngs".Hesmiles
w三thallweather,andweepswithHeaven,nevertheless,h三stearsareweton"Heaven's
greycheek"invain.Again,"aVoicecomesyetmorefleet… …
`Lo!
naughtcontentsthee,whocontent'stnotMe.,
Hefindnorealsolace▲nlittlechildren'seyes,110ris輌nexternal'nature.He,defenceless
utt・ly・ w・it・th・bl・wf・mtheraisedh・nd・fG・d'・1・v・.Hi・d・y・a・ec・a・k・di。 、m。k。,
・・dhisspi・iti・1・idb・・e・ththecalmdesp・i・.lti・the・that・t・ 。mp。t、 。。nd、f,。m
the"hldbattlementofEternity";hefirstseestllefaceofthepursuerwho
enwoundwith
"gloomi
ngrobespurpurea1,cypress・crowned".Heknowsllisnalneandunderstands.what
th・tmy・t・i…t・ump・t・ ・y・.
Attheb・ginni・g・fthefifthse・ti・nthepoenirea・h…ap三dlyt・itsc。n。1。,i。
n.Th。t。 。i。e
－11一
isall"likeaburstingsea";thefootstepoftheHoundstopsbyhim,andheseeshisgloom
astheshadeofHishan《loutstretchedcaressingly.Herealizesthereisnoescapeforhim
andnohiding・placef()rhimexceptinthearmsofGod.Atlast,attheendo臼ongescape
heisfacetofacewithGodHimselfandhearsHisVoiceasfoHows… …
`Ah
,fondest,blindest,weakest,
IamHeWhomthouseekest!
ThoudravestIovefromthee,whodravestMe,,
、
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